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2026年5月14日 

各位 

大栄環境株式会社 

代表取締役会長兼社長 金子 文雄 

 

兵庫県神戸市が実施するプラスチック資源の 

再商品化実施に係る連携協定締結に関するお知らせ 

 

 当社は、兵庫県神戸市（市長：久元 喜造）が実施したプラスチック資源の再商品化実施に係る

連携事業者募集において、2026年3月27日付けで連携事業者に選定され、5月14日に連携協定の締

結をいたしましたので、以下のとおりお知らせいたします。 

 
記 

１．本事業について 

 近年、脱炭素社会への移行や持続可能な社会の実現が世界的な喫緊の課題となる中、国内でも

プラスチック資源の循環促進の重要性が高まっています。神戸市は、このような背景を受け、家

庭から排出されるプラスチック資源の循環を推進するため、容器包装プラスチックとそれ以外の

製品プラスチックを一括して分別収集し、既に再商品化を実施している容器包装プラスチックに

加え、製品プラスチックについても再商品化を行う取り組みを進めていく予定です。 

 このような中、神戸市は「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」第 33 条に則

り、再商品化計画の作成及び国への認定申請、並びに認定再商品化計画に基づく再商品化を連携

して実施する事業者の募集を行い、当社が連携事業者に選定され、連携協定を締結いたしました。 

 

当社はこれまで培ってきた実績と知見を活かし、事業計画地において既存建築物を最大限に活

用しながら、新たに再商品化施設を整備いたします。これにより選別・再商品化工程の合理化を

図り、神戸市の財政負担の軽減とプラスチック資源循環の一層の推進に貢献してまいります。さ

らに、脱炭素化の取り組みや市民の皆さまが身近に触れ合える商品開発の連携等を通じ、魅力あ

ふれる神戸市の街づくりに寄与してまいります。 
 

２．連携協定の概要 

（１）件 名 ：プラスチック資源の再商品化実施に係る連携協定  

（２）期 間 ：協定締結の日から認定再商品化計画に基づく委託契約締結の 

前日まで 

※プラスチック資源再商品化の事業開始目途 2030年度 

再商品化計画期間 3年 

（３）当社の 

主な連携事項 

：①再商品化計画の作成 
②再商品化計画の基礎となるモデル収集・組成調査の実施 
③市民向けの啓発 
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④その他再商品化計画申請に必要な事項に関すること 
※国から再商品化計画の認定を受けた際には、神戸市との間で委

託契約を締結し、プラスチック資源の再商品化に取り組んでま

いります。 

 
以 上 

■本リリースに関するお問い合わせ先 

大栄環境株式会社 総合政策本部 IR・サステナビリティ推進部 

TEL：078-857-5276（受付時間 9時～17時） 

メールでのお問い合わせはこちらから 

file://fs1.kobe.local/work1/10_%E7%92%B0%E5%A2%83%E5%B1%80/01_%E7%92%B0%E5%A2%83%E4%BC%81%E7%94%BB%E8%AA%B2/02_%E8%AA%BF%E6%95%B4%E6%8B%85%E5%BD%93/%E2%98%85%E2%98%85%E6%95%B4%E7%90%86%E4%B8%AD20241129/03_%E6%A4%9C%E8%A8%8E%E9%96%A2%E9%80%A3/%E3%83%97%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%81%E3%83%83%E3%82%AF%E4%B8%80%E6%8B%AC%E5%9B%9E%E5%8F%8E/05_%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%B9%E7%99%BA%E8%A1%A8%EF%BC%88%E5%A4%A7%E6%A0%84%E7%92%B0%E5%A2%83%EF%BC%89/!!!prefix!!!_https:/www.dinsgr.co.jp/contact/other/

